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← 本問のような事実関係であれば、共犯関係を最初に論じることも可能です（pp. 

237-238）。 

※ 詐欺罪の成立を否定した場合の答案構成です。 

 

 

← 詳しく検討します（pp. 238-240）。 

 

 

 

 

 

← 可能であれば、一言、触れてください（pp. 240-241）。 

 

 

 

← 詳しく検討します（pp. 241-242）。ただし、どの要件で検討するかは、いろいろ

な理解がありえます。 
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← 罪数についても、少し立ち入った検討が必要です（p. 244）。 

 

 

 

 

 

 

※ 幇助犯の成立を否定した場合の答案構成です。 

 

← ＸとＹの行為❶に関する検討との関係を意識する必要があります（p. 246）。 

 

 


